
三
角
縁
神
獣
鏡
の
源
流
画
像
と
斜
縁
・
三
角
縁

は
じ
め
に

賀

川

光
　
　
夫

　
近
年
、
中
国
各
地
を
訪
問
す
る
機
会
が
多
く
、
と
く
に
、
天
津
社
会
科
学
院
王
金
林
教
授
の
ご
厚
意
も
あ
っ
て
、
各
方
面
の
遺
跡
・
遺

物
を
尋
ね
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
中
で
も
注
目
し
て
見
学
し
た
資
料
に
神
獣
を
文
様
と
す
る
後
湧
時
代
の
画
像
鏡
や
神
人
・
神
獣
鏡
が

あ
る
。

　
日
本
で
は
画
像
鏡
と
神
獣
鏡
と
は
明
確
に
区
分
し
て
い
る
が
、
中
国
で
は
も
の
に
よ
っ
て
同
じ
あ
つ
か
い
を
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、
上
海
博
物
館
所
蔵
の
東
湧
水
康
元
年
△
神
入
神
獣
画
像
鏡
▽
や
中
平
四
年
△
神
入
神
獣
画
像
鏡
▽
を
、
日
本
で
は
△
固
文
帯

環
状
乳
神
獣
鏡
▽
と
い
う
名
で
よ
び
、
両
者
で
は
若
干
の
違
い
が
あ
る
。
中
国
で
は
、
内
容
に
よ
っ
て
は
、
画
像
鏡
と
神
獣
鏡
と
を
か
な

ら
ず
し
も
区
別
し
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
違
い
は
、
東
湧
と
後
湧
と
い
う
時
代
の
基
本
的
な
呼
び
名
に
も
あ
り
、
こ
の
あ
た
り
を
、
将
来

の
た
め
に
も
統
一
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　
日
本
各
地
の
四
世
紀
代
の
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
三
角
縁
神
獣
鏡
の
文
様
の
も
と
に
は
、
ど
う
や
ら
後
湧
の
神
入
神
獣
・
画
像
鎖
の

　
　
　
史
　
学
　
論
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
五



三
角
縁
神
獣
鏡
の
源
流
画
像
と
斜
縁
・
三
角
縁

（上海博物館蔵）第１図　永康元年　神人神獣画像鏡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
六

分
析
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
こ
こ
に
、
最
近
の
新
し
い
資
料
の
一
部
を
含
め
て

そ
の
内
容
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　
１
　
後
漢
永
康
元
年
紀
年
神
人
神
獣
画
像
鏡
を
中
心
と
し
て

　
こ
こ
で
△
神
入
神
獣
画
像
鏡
▽
と
い
う
名
称
を
も
ち
い
る
こ

と
に
し
た
の
は
、
最
近
、
上
海
博
物
館
よ
り
、
陣
佩
苓
編
著

　
『
上
海
博
物
館
蔵
青
銅
鍵
』
と
い
う
充
実
し
た
書
物
が
出
版
さ

れ
、
そ
の
分
類
に
し
た
が
う
こ
と
に
し
た
か
ら
で
あ
る
。
後
浸

水
康
元
年
鏡
（
第
１
図
）
は
、
径
一
〇
・
三
ｍ
、
銃
径
三
・
一
ｍ

禄
高
〇
・
六
七
１
〇
・
七
一
ｍ
の
平
脈
の
も
の
で
、
連
珠
文
銃

座
が
あ
る
。
内
区
の
文
様
は
レ
リ
ー
フ
で
表
出
し
、
四
つ
の
神

人
と
神
獣
に
よ
り
四
区
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
神
像
は
、
東
王

公
と
西
王
母
を
上
下
に
置
き
、
両
者
と
も
、
神
島
・
神
獣
を
配

し
て
守
護
守
と
し
て
い
る
。
東
王
公
を
下
区
と
し
て
み
る
と
、

そ
の
右
区
に
は
、
左
右
に
脇
侍
と
神
島
を
配
し
、
挺
施
を
着
け

た
黄
帝
を
あ
ら
わ
す
。
対
す
る
左
区
に
は
、
膝
上
に
琴
を
横
た

え
る
伯
牙
奏
琴
の
図
を
あ
ら
わ
す
。
左
右
に
二
神
人
が
あ
り
、



左
に
脇
侍
、
右
に
は
琴
に
傾
聴
し
て
心
を
奪
わ
れ
る
鏡
子
期
を
配
し
て
い
る
。

　
銘
帯
に
は
、
凸
状
の
半
円
と
方
形
を
相
隔
配
置
し
て
、
各
方
形
に
四
文
字
を
刻
み
、
十
二
方
形
に
、
左
圓
り
に
銘
文
を
入
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
。

　
　
「
永
康
元
年
　
正
月
午
日
　
幽
沖
美
（
黄
）
白
　
単
作
明
竟
　
買
老
大
富
　
延
寿
会
長
　
上
知
王
父
　
西
王
母
号
君
宜
高
位

　
　
立
至
公
侯
　
長
生
大
吉
　
太
師
面
長
」

文
字
に
は
左
文
字
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
銘
文
の
外
区
に
は
鋸
歯
文
が
あ
り
、
つ
い
で
固
文
帯
が
あ
る
。
陳
佩
苓
な
ど
に
よ
る
と
、
固
文
帯
は
、
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
の
一

は
、
『
楚
辞
　
九
歌
雲
中
君
』
に
み
え
る
「
有
竜
駕
号
帝
服
」
　
（
竜
が
車
を
か
け
る
）
に
か
か
わ
る
も
の
で
、
六
竜
駕
官
軍
の
情
景
と
考

え
ら
れ
る
。
乗
皇
太
乙
は
、
日
神
・
月
神
の
上
座
神
で
あ
っ
て
、
最
高
神
で
あ
る
。
こ
の
竜
駕
神
人
を
、
東
皇
太
乙
以
外
に
、
日
神
と
す

る
意
見
も
あ
る
。
こ
の
竜
駕
に
乗
皇
太
乙
が
乗
り
、
日
神
義
和
が
こ
れ
を
御
し
、
天
を
運
行
す
る
。
そ
の
二
は
、
羽
人
（
神
仙
）
乗
獣

　
（
独
角
獣
）
　
・
乗
亀
・
乗
馬
の
画
像
列
を
つ
く
る
。
こ
れ
ら
の
連
結
す
る
と
こ
ろ
に
、
神
人
日
を
捧
げ
、
月
を
捧
げ
る
。
日
の
中
に
金
鳥
、

月
の
中
に
蜻
蛉
が
み
え
る
。
『
港
南
子
精
神
訓
』
に
「
日
中
有
蹟
扇
面
月
中
有
蜻
蛉
」
と
あ
る
。
こ
の
日
神
は
、
先
の
東
皇
太
乙
を
竜
駕

に
乗
せ
て
天
を
運
行
す
る
義
和
で
、
月
神
は
、
『
山
海
経
』
大
荒
西
経
に
み
え
る
常
義
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
羽
翼
の
あ
る
人

面
神
が
あ
っ
て
、
そ
ば
に
官
が
流
れ
て
お
り
、
風
伯
神
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
固
文
帯
の
構
図
は
、
日
月
の
運
行
に
関
係
の
あ
る
説
話
が
主
体
で
、
神
仙
思
想
に
よ
る
神
像
と
瑞
獣
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
永
康
元
年
鏡
は
、
後
漢
桓
帝
劉
志
の
と
き
、
西
暦
一
六
七
年
の
鋳
造
で
あ
り
、
出
土
地
は
、
河
南
と
伝
え
ら
れ
る
。
樋
口
隆
康

　
　
匈

の
分
撹
に
よ
る
と
ヽ
環
状
乳
神
獣
鏡
と
し
ヽ
そ
の
基
本
的
な
図
像
を
こ
の
永
康
元
年
鏡
な
ど
の
後
漢
鏡
に
お
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
富
岡
謙
蔵
氏
旧
蔵
と
五
島
美
術
館
蔵
の
同
種
鏡
に
は
、
「
単
作
尚
方
明
竟
」
と
か
「
熹
平
二
年
五
月
丙
午
回
造
作
尚
方
明
竟
。

　
　
　
史
　
学
　
論
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
七



　
　
　
三
再
縁
神
獣
鏡
の
源
流
画
像
と
斜
線
・
三
角
縁

・
・
・
」
な
ど
の
銘
文
が
あ
る
。

十
八

　
氷
康
元
年
二
六
七
）
紀
年
鏡
と
同
種
の
神
入
神
獣
画
像
鏡
に
、
中
平
四
年
（
一
八
七
）
紀
年
鏡
が
知
ら
れ
て
い
る
（
第
２
図
）
。
こ
の

中
平
四
年
鏡
は
氷
雨
元
年
鏡
と
類
似
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
中
平
四
年
鏡
は
、
そ
の
径
が
一
九
∴
一
ｍ
と
大
型
で
、
銃
径
四
・
一
ｍ
、
縁

厚
〇
・
六
七
？
〇
・
七
八
ｍ
、
連
珠
文
銃
座
が
あ
り
、
内
区
の
図
像
は
高
肉
彫
り
で
あ
る
。
内
区
は
四
区
に
分
け
ら
れ
、
四
神
獣
を
配
す

る
。
銘
文
の
「
天
王
日
月
　
太
師
会
長
」
を
基
調
に
お
く
な
ら
ば
、
下
区
に
東
王
公
、
上
区
に
西
王
母
を
位
置
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
東

王
公
の
左
側
に
は
王
女
、
右
側
に
は
神
獣
、
西
王
母
の
左
側
に
は
神
獣
、
右
側
に
は
青
島
を
配
す
る
。
東
王
公
の
右
区
に
は
、
左
右
に
柱

状
冠
島
と
脇
侍
を
配
す
る
黄
帝
を
置
く
。
対
す
る
左
区
に
は
、
琴
を
膝
に
置
く
伯
牙
奏
琴
の
図
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
神
人
二
体
の
一

は
琴
聞
傾
聴
の
錘
子
期
で
、
他
の
一
は
脇
侍
で
あ
る
。

第２図　中平四年神人神獣画像鏡の一部

　　　　（上海博物館蔵）

　
銘
帯
に
は
、
凸
状
半
円
と
方
形
を
相
隔
配
置
し
、
四
字
一
組
の
銘

文
五
十
二
字
を
十
三
関
の
方
形
に
、
左
回
り
に
陽
鋳
す
る
。
文
字
は

左
文
字
を
含
み
、
つ
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
「
中
平
四
年
　
五
月
午
日
　
幽
浦
臼
同
（
銅
）
　
早
作
明
竟

　
　
賢
者
大
京
　
長
官
子
孫
　
延
年
面
長
　
上
知
王
父
　
西
王
母
号

　
　
大
楽
米
央
　
長
生
大
吉
　
天
王
日
月
　
大
師
会
長
」

　
外
区
に
は
鋸
歯
文
帯
と
固
文
帯
と
が
あ
り
、
永
康
元
年
鏡
同
様
、

　
　
『
楚
辞
』
に
よ
る
東
皇
太
乙
を
中
心
と
し
た
六
竜
駕
雲
車
の
画
像

　
と
み
ら
れ
、
さ
ら
に
、
羽
人
が
独
角
獣
・
青
馬
・
亀
に
乗
り
、
日
を

　
捧
げ
月
を
捧
げ
る
神
人
を
彫
刻
し
て
い
る
。
銘
文
中
の
「
賢
者
大



富
　
長
宜
子
孫
」
　
「
大
楽
米
央
　
長
生
大
吉
」
な
ど
吉
祥
の
語
を
連
ね
る
特
徴
も
、
永
康
元
年
鏡
に
同
じ
で
あ
る
。

　
永
康
元
年
・
中
平
四
年
銘
の
二
つ
の
鏡
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
類
似
点
が
多
い
が
、
と
く
に
、
主
体
で
あ
る
神
像
の
あ
ら
わ
し

万
を
注
意
し
て
み
よ
う
。

　
神
像
、
す
な
わ
ち
東
王
公
・
西
王
母
の
像
容
を
み
る
と
、
そ
の
三
山
宝
・
巻
髪
の
様
子
・
羽
根
衣
な
ど
す
べ
て
の
点
て
、
わ
が
国
の

△
三
角
縁
神
獣
鏡
▽
の
そ
れ
と
類
似
点
が
多
い
。
も
っ
と
も
、
後
漢
鏡
の
瑞
獣
は
右
向
き
で
あ
る
が
、
三
角
縁
神
獣
鏡
の
そ
れ
ら
の
多
く

は
正
面
を
向
い
て
い
る
、
と
い
っ
た
違
い
は
あ
る
。
し
か
し
、
全
体
と
し
て
は
、
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
三
角
縁
神
獣
鏡
の
画
像
は
、
後
便
鏡
に
範
を
と
っ
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。

　
２
　
画
像
鏡
に
み
る
斜
線
と
三
角
線

　
画
像
鏡
は
、
後
漢
代
の
画
像
石
に
類
似
し
た
半
肉
彫
り
の
固
文
を
も
っ
て
、
民
間
に
流
行
し
た
神
仙
思
想
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
も
の
で

神
人
・
瑞
眼
を
主
題
と
し
た
神
眼
鏡
と
は
区
別
さ
れ
て
き
た
。

　
画
像
鏡
に
は
、
車
馬
・
騎
馬
・
歌
舞
な
ど
が
み
ら
れ
、
呉
王
・
伍
子
膏
な
ど
の
人
物
故
事
を
描
く
も
の
が
あ
る
。

　
ま
た
、
画
像
鏡
に
は
、
縁
が
斜
縁
（
半
三
角
縁
）
に
な
る
も
の
、
三
角
縁
に
な
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
多
く
が
汗
疹
地
方
に
お
い
て
製

作
さ
れ
て
い
る
。

　
わ
た
く
し
は
、
一
九
八
一
年
と
八
六
年
に
、
上
海
博
物
館
に
お
い
て
、
「
龍
氏
作
竟
」
銘
の
神
人
竜
虎
画
像
鏡
を
見
学
す
る
こ
と
が
で

き
、
わ
が
三
角
縁
神
獣
鏡
と
ま
っ
た
く
同
じ
周
縁
に
注
目
し
た
。

　
こ
の
△
神
人
竜
虎
画
像
鏡
▽
は
、
径
二
Ｉ
・
二
ｍ
、
銃
径
三
・
四
ｍ
の
も
の
で
、
紐
座
外
圈
に
は
、
三
八
の
小
さ
な
連
珠
文
が
配
置
さ

れ
て
い
る
。
内
区
は
四
乳
に
よ
っ
て
四
つ
の
区
画
を
つ
く
り
、
車
王
公
・
西
王
母
・
竜
・
虎
を
配
し
て
い
る
。
（
第
３
図
）

　
　
　
史
　
学
　
論
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第３図　中国出土三角縁後漢後期末期鏡

　　（上）　龍氏作画像鏡（上海博物館蔵）

　　（下）　厳氏作盤龍鏡（山東省盛祥県博物館）

三
角
線
神
獣
鏡
の
源
流
画
像
と
斜
線
・
三
角
線

二
〇



　
図
で
示
す
よ
う
に
、
下
面
に
東
王
公
を
置
き
、
そ
の
左
右
に
侍
者
を
配
す
る
。
車
王
公
に
は
羽
根
衣
が
み
え
る
。
上
面
は
西
王
母
で
、

左
右
に
同
様
の
侍
者
を
配
す
る
。
む
か
っ
て
左
区
に
躍
動
す
る
竜
、
右
区
に
虎
を
あ
ら
わ
す
。
全
体
に
画
像
が
わ
か
り
や
す
く
半
肉
彫
り

の
技
術
の
高
い
鋳
造
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匈

　
こ
の
文
様
は
ヽ
大
分
県
豊
後
高
田
市
鑑
堂
古
墳
出
土
の
劉
氏
作
神
人
竜
虎
車
馬
画
像
総
に
ヽ
表
現
が
よ
く
似
て
い
る
・

　
銘
文
は
、
内
区
外
縁
を
一
周
す
る
三
十
文
字
か
ら
な
る
。
一
部
不
明
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
　
　
「
龍
氏
作
竟
自
有
道
東
王
公
西
王
母
青
龍
在
左
白
虎
居
右
刻
冶
圀
屈
函
皆
在
大
吉
」

　
外
区
は
、
櫛
歯
文
帯
・
鋸
歯
文
帯
・
雲
形
文
帯
と
つ
づ
き
、
三
角
縁
の
外
縁
で
終
る
。

　
竜
氏
作
の
鎮
は
Ｉ
〇
面
以
上
知
ら
れ
て
お
り
、
一
般
に
、
紹
興
出
土
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
画
像
鎮
に
は
、
三
角
縁
の
鎮
体
が
ほ
か
に
も
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
上
海
博
物
館
蔵
の
既
出
と
は
別
の
神
入
神
獣
画
像
鎮
（
車
王
公

西
王
母
・
羽
人
・
王
女
）
も
三
角
縁
で
あ
る
。
わ
が
国
の
も
の
で
は
、
奈
良
県
北
葛
城
郡
河
合
町
佐
昧
田
宝
塚
古
墳
出
土
の
神
人
車
馬

獣
画
像
鋸
（
二
て
　
一
Ｊ
）
も
周
縁
が
三
角
縁
で
あ
る
。

　
三
角
縁
は
、
同
じ
上
海
博
物
館
蔵
の
下
除
作
方
格
規
矩
文
鎮
（
十
二
支
六
博
文
鎮
第
４
図
１
Ｉ
Ｆ
）
に
も
み
ら
れ
る
。
同
様
の
鎮
が
、
湖

南
省
長
沙
掃
塘
・
浙
江
省
紹
興
漓
渚
・
映
西
省
西
安
賀
家
村
一
号
墓
よ
り
出
土
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
三
角
縁
で
あ

る
と
す
る
と
、
画
像
鎮
の
ほ
か
、
後
漢
時
代
の
各
鎮
種
に
、
す
で
に
多
く
の
例
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
斜
縁
（
半
三
角
縁
）
画
像
鎮
の
例
は
き
わ
め
て
多
い
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち
の
柏
氏
作
伍
子
何
画
像
鎮
を
み
て
み
よ
う
。
（
第
４
図

２
１
ざ
）

　
こ
の
画
像
鎮
は
、
径
二
〇
・
七
ｍ
、
銃
径
三
・
九
ｍ
の
も
の
で
、
銃
座
に
は
、
三
十
八
の
連
珠
文
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。

　
内
区
は
、
大
形
の
四
回
の
乳
に
よ
っ
て
、
４
区
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
第
一
区
に
は
、
帷
幕
の
中
に
座
し
て
左
手
を
挙
げ
る
呉
王
夫
差
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第４図　三角縁神斜縁遠鏡例
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2－2’斜縁神人車馬画像鏡
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三
角
線
神
獣
鏡
の
源
流
画
像
と
斜
線
・
三
角
線
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

を
あ
ら
わ
す
。
そ
の
左
下
に
「
呉
王
」
の
二
文
字
を
そ
え
る
。
第
二
区
に
は
、
怒
髪
に
ま
な
じ
り
を
決
し
た
伍
子
青
を
描
く
。
そ
の
左
上

に
の
び
る
方
伎
剣
に
接
し
て
「
忠
臣
（
臣
は
左
文
字
）
伍
子
膏
」
の
文
字
が
み
え
る
。
第
三
区
に
は
、
な
ら
び
立
つ
二
人
の
女
人
を
描
く
。

　
「
王
女
二
人
」
の
文
字
が
み
え
る
。
第
四
区
に
は
、
立
っ
て
い
る
越
王
勾
践
と
侍
座
す
る
苗
羞
を
あ
ら
わ
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
、
「
越
王
」

と
「
茫
羞
」
の
文
字
を
そ
え
て
い
る
。

　
内
区
を
め
ぐ
っ
て
、
四
十
五
文
字
か
ら
な
る
銘
文
が
あ
る
。

　
　
「
呉
向
里
栢
氏
作
竟
四
夷
服
多
賀
國
家
人
民
胡
虜
珍
或
天
下
復
風
雨
時
節
五
穀
執
長
保
二
親
得
天
力
傅
告
后
世
豪
無
ｉ
号
」

　
銘
文
中
の
「
呉
向
里
」
の
文
字
は
、
上
海
復
且
大
学
文
系
の
文
物
資
料
館
蔵
△
二
伸
二
車
馬
画
像
鏡
▽
、
銘
文
中
に
も
、
「
呉
向
里
周

仲
作
鏡
四
夷
服
：
：
」
と
あ
る
。
こ
の
「
呉
向
里
」
は
、
江
浙
地
方
の
い
ず
れ
か
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
内
区
四
組
の
画
像
は
、
『
史
記
』
の
越
王
勾
践
世
家
記
載
「
呉
王
会
稽
を
囲
む
」
故
事
、
ま
た
は
、
呉
の
伍
子
膏
、
越
の
苗
羞
な
ど
の

忠
臣
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
、
満
代
の
画
像
石
に
も
ち
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の
時
代
の
画
像
鏡
の
一
つ
の
典
型
と
い
う
こ
と
が
で
き

　
さ
て
、
こ
の
△
柏
氏
作
伍
子
青
画
像
鏡
▽
は
、
銘
帯
の
外
区
に
、
櫛
歯
文
帯
・
鋸
歯
文
帯
・
波
文
帯
・
鋸
歯
文
帯
が
つ
づ
き
、
鏡
喘
に

い
く
に
し
た
が
い
厚
み
を
増
し
て
、
縁
端
が
斜
縁
（
半
三
角
縁
）
に
終
っ
て
い
る
。

　
斜
縁
（
半
三
角
縁
）
鏡
は
後
満
末
の
画
像
鏡
に
類
例
多
く
、
上
海
博
物
館
に
は
神
人
車
馬
画
像
鏡
（
第
４
図
　
３
Ｉ
ｙ
、
４
Ｉ
ボ
）
な

ど
が
あ
る
。

　
斜
縁
は
、
三
角
縁
に
近
く
、
広
義
の
三
角
縁
伸
獣
鏡
に
は
、
こ
の
斜
縁
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
斜
縁
鏡
の
わ
が
国
で
の
例
と
し
て
、
宇
佐
市
川
鄙
見
ケ
平
古
墳
出
土
の
も
の
が
あ
る
。
一
九
七
九
年
と
八
八
年
の
二
回
の
調
査
で
、
二

つ
の
主
体
部
よ
り
、
各
一
面
、
計
二
面
の
斜
縁
二
伸
二
獣
鏡
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
同
種
の
鏡
は
、
九
州
で
は
福
岡
市
五
島
山
古
墳
、



東
で
は
滋
賀
県
栗
太
郡
大
塚
古
墳
な
ど
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
十
二
か
所
の
出

　
り
土
㈲
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
鏡
は
、
そ
の
外
区
が
、
櫛
歯
文
帯
に
は
じ
ま
っ
て
、
鋸
歯
文
帯
・
波
文
帯
・
鋸
固
文
帯
と
つ
づ
き
、
斜
繰
で
終
る
特
徴
を
も

ち
、
中
国
江
浙
地
方
の
後
漢
時
代
斜
繰
鏡
と
類
似
点
が
多
い
。

　
こ
の
よ
う
な
斜
繰
・
外
帯
文
様
や
銘
文
か
ら
考
え
て
、
宇
佐
市
免
ケ
平
古
墳
、
栗
太
郡
大
塚
古
墳
出
土
は
じ
め
十
二
例
の
斜
繰
二
綿
二

獣
鏡
は
、
こ
れ
ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
三
国
鏡
で
は
な
く
、
綿
入
神
獣
画
像
鏡
、
つ
ま
り
後
漢
画
像
鏡
の
一
つ
の
流
れ
と
み
て
は
い
か
が

で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
三
角
繰
神
獣
鏡
の
う
ち
、
二
神
二
軍
馬
鎧
（
岡
山
県
車
塚
・
山
梨
県
銚
子
塚
な
ど
）
は
、
画
像
鏡
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
。
と

く
に
、
銚
子
塚
の
四
頭
立
て
の
馬
車
の
画
像
は
、
上
海
復
員
大
学
文
系
の
文
物
資
料
館
蔵
△
二
綿
二
車
馬
画
像
鏡
▽
と
よ
く
似
て
い
る
。

　
３
　
三
角
縁
盤
竜
鏡
と
そ
の
新
資
料

　
盤
竜
鏡
は
、
後
漢
末
か
ら
魏
晋
時
代
に
か
け
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
単
頭
式
と
両
頭
式
、
そ
れ
に
三
頭
・
四
頭
な
ど
の
多
頭
式

に
分
類
さ
れ
る
。
後
者
に
は
、
竜
と
と
も
に
虎
を
表
出
す
る
も
の
が
あ
っ
て
、
△
竜
虎
鏡
▽
と
よ
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
一
般
に
、
竜
形

を
大
き
く
あ
つ
か
い
、
体
の
一
部
が
紐
の
下
に
か
く
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
あ
る
。
と
も
に
、
平
繰
・
斜
繰
こ
二
角
繰
の
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
哨

　
わ
が
国
で
は
ヽ
三
角
繰
神
獣
鏡
と
と
も
に
ヽ
前
期
古
墳
か
ら
出
土
す
る
例
が
あ
る
・
大
分
県
宇
佐
市
赤
塚
古
鹿
か
ら
は
ヽ
三
角
繰
綿
獣

鏡
四
面
と
と
も
に
出
土
し
て
い
る
。
と
も
に
三
角
繰
で
あ
る
。

　
京
都
府
福
知
山
市
広
峰
十
五
号
墳
出
土
の
△
景
初
四
年
路
盤
竜
鏡
▽
は
、
三
角
繰
神
獣
鏡
を
め
ぐ
る
論
争
に
、
大
き
な
波
紋
を
投
げ
か

け
て
い
る
。

　
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
王
仲
殊
所
据
は
ヽ
中
国
魏
の
こ
の
元
号
は
そ
の
三
年
ま
で
は
存
在
す
る
が
、
翌
年
元
旦
に
△
正
始
▽
と

改
め
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
景
初
四
年
は
存
在
せ
ず
、
こ
の
銘
を
も
つ
前
述
の
盤
竜
鏡
は
中
国
で
製
作
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。

史
　
学
　
論
　
叢

二
五



　
　
　
三
角
線
神
獣
鏡
の
源
流
画
像
と
斜
線
・
三
角
線
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

一
方
ヽ
近
藤
喬
】
教
賠
は
ヽ
楽
浪
・
帯
方
の
紀
年
銘
博
ヽ
西
晋
武
帝
の
紀
年
銘
博
な
ど
ヽ
改
元
後
も
旧
元
号
を
使
用
し
た
例
を
あ
げ
、

△
景
初
四
年
▽
銘
を
も
っ
て
中
国
製
作
説
を
た
だ
ち
に
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
王
金
林
教
授
（
天
津
社
会
科
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

院
）
は
景
初
三
年
後
十
二
月
を
四
鰍
と
し
た
と
し
て
納
得
の
い
く
考
へ
を
述
べ
て
い
る
・

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
深
入
り
す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
前
述
景
初
四
年
銘
盤
竜
鏡
と
同
じ
種
類
の
三
角
縁
盤
竜
鏡
の
新

資
料
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

　
新
資
料
で
あ
る
三
角
縁
盤
竜
鏡
は
、
山
東
省
盛
祥
県
の
晴
代
古
墓
よ
り
、
一
九
八
六
年
に
発
見
さ
れ
た
。
王
金
杯
教
授
に
よ
る
と
、
墓

の
主
は
晴
朝
江
南
地
方
の
官
吏
で
あ
ろ
う
と
し
、
そ
の
祖
に
南
北
朝
時
代
の
南
西
か
北
西
の
官
吏
が
あ
り
、
長
江
中
・
下
流
で
製
作
さ
れ

た
こ
の
鏡
が
伝
世
さ
れ
、
の
ち
に
、
墓
に
納
め
ら
れ
た
と
み
て
い
る
。
（
第
３
図
　
下
）

　
こ
の
鏡
は
、
径
コ
丁
九
ｍ
の
三
角
縁
鏡
で
、
大
型
の
紐
を
は
さ
ん
で
三
頭
の
竜
が
内
区
い
っ
ぱ
い
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

　
銘
帯
に
は
、
つ
ぎ
の
文
章
が
あ
る
。

　
　
「
蔽
氏
作
五
月
丙
午
竟
避
不
羊
子
孫
千
巧
楽
末
央
□
富
大
宮
宜
侯
□
□
二
親
号
」

　
銘
帯
の
外
周
に
、
櫛
歯
文
帯
が
二
重
に
め
ぐ
り
、
つ
い
で
波
文
帯
が
あ
る
。
波
文
帯
は
復
線
で
三
角
縁
の
外
縁
と
仕
切
ら
れ
て
い
る
。

王
金
村
教
授
は
、
江
南
地
方
で
製
作
さ
れ
た
後
漢
末
期
の
鏡
と
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
種
の
盤
竜
鏡
が
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
、
平
壌
市
大
同
江
地
帯
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
径
が
一
一
ｍ
か
ら
一
四
ｍ
と
日

本
出
土
の
も
の
に
く
ら
べ
る
と
小
型
で
あ
り
、
銅
質
も
、
黒
色
を
お
び
た
良
質
の
も
の
を
使
用
し
て
い
る
。
前
述
の
大
分
県
宇
佐
市
赤
塚

古
墳
出
土
の
大
型
盤
竜
鏡
と
は
、
い
ち
じ
る
し
く
違
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
製
作
技
法
上
の
違
い
と
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
検

討
を
す
す
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。



　
　
お
わ
り
に

　
中
国
汗
疹
地
方
の
神
人
神
獣
鎮
の
図
像
が
、
わ
が
国
の
三
角
縁
神
獣
鎮
図
像
と
、
一
つ
Ｉ
つ
が
符
号
し
た
よ
う
に
類
似
し
て
い
る
こ
と

を
、
後
漢
の
永
康
元
年
：
甲
平
四
年
銘
鎮
の
神
獣
画
像
を
通
じ
て
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
わ
が
国
で
△
画
像
鎮
▽
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
後
漢
鎮
に
は
、
か
な
り
多
く
の
斜
縁
（
半
三
角
縁
）
鎮
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、

銘
帯
外
周
の
文
様
帯
に
、
櫛
歯
文
・
鋸
歯
文
・
波
文
・
鋸
歯
文
を
め
ぐ
ら
せ
る
も
の
が
あ
り
、
三
角
縁
神
獣
鎮
の
外
帯
文
様
と
同
様
で
あ

　
さ
ら
に
、
三
角
縁
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
挙
げ
た
竜
氏
作
神
人
竜
虎
画
像
鏡
や
下
除
作
方
格
規
矩
文
鎮
（
十
二
支
六
博
文
鎮
）
な
ど
の

後
漢
鎮
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ほ
か
の
例
と
し
て
、
汗
疹
省
博
物
館
蔵
の
車
馬
人
物
画
像
鎮
、
紹
興
文
物
管
理
処
の
四
乳
四
禽
鳥
鎮
。

　
　
　
　
　
�

方
格
規
矩
文
鎮
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
景
初
四
年
銘
で
問
題
の
盤
竜
鎮
に
つ
い
て
は
、
新
例
と
し
て
挙
げ
た
山
東
省
嘉
祥
県
隋
墓
出
土
の
厳
氏
作
鎮
の
ほ
か
、
か
な
り
の
数
が

あ
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
小
型
で
良
質
の
も
の
が
、
朝
鮮
半
島
の
大
同
汗
流
域
で
多
く
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
漢
・
三
国

時
代
を
通
し
て
、
三
角
縁
盤
竜
鎮
の
東
方
へ
の
流
入
を
示
す
も
の
と
考
え
る
。

　
さ
て
、
神
獣
画
像
、
櫛
歯
文
・
鋸
歯
文
・
波
文
な
ど
の
外
区
の
文
様
帯
、
斜
縁
と
三
角
縁
な
ど
が
、
後
漢
時
代
の
銅
鎮
に
さ
か
ん
に
も

ち
い
ら
れ
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
の
例
の
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
鎮
は
、
汗
疹
地
方
の
地
域
で
製
作
さ
れ
た
可
能
性
が

強
い
。
汗
疹
地
方
の
文
化
は
、
古
く
か
ら
日
本
列
島
各
地
に
影
響
を
与
え
て
き
た
。
鎮
に
つ
い
て
も
、
さ
き
に
挙
げ
た
い
く
つ
か
の
例
の

ほ
か
に
、
山
梨
県
鳥
居
原
古
墳
、
兵
庫
県
安
倉
古
墳
な
ど
の
赤
島
七
年
鎮
や
、
岡
山
市
上
庚
中
山
古
墳
、
神
戸
市
夢
野
丸
山
古
墳
の
対
置

式
・
重
列
神
獣
鎮
な
ど
は
、
そ
の
よ
い
例
と
い
え
る
。

　
く
り
か
え
し
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
山
上
の
三
角
縁
神
獣
鎮
の
問
題
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
後
漢
時
代
の
江
南
鎮
の
所
在
を
重

　
　
　
史
学
論
叢
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三
角
縁
神
獣
鏡
の
源
流
画
像
と
斜
縁
・
三
角
縁

二
八

視
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
本
橋
に
挙
げ
る
こ
と
の
で
き
た
中
国
側
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
五
年
と
八
七
年
、
上
海
博
物
館
に
お
い
て
、
陳
佩
苓
先
生
他
の

ご
指
導
に
よ
り
、
充
分
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
呉
傑
教
授
・
王
金
林
教
授
・
趙
建
民
教
授
は
、
そ
の
都
度
御
同
行
さ
れ
、
ご
指
導
を

い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
復
且
大
学
文
茶
湯
綱
主
任
・
呉
告
伸
教
授
に
は
、
た
び
た
び
ご
教
示
を
仰
い
だ
。
こ
れ
ら
の
諸
先
生
に
、
心
か
ら

御
礼
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
る
。

八
注
▽

田
　
陣
佩
剪
編
著
『
上
海
博
物
館
蔵
青
銅
鏡
』
　
上
海
書
画
出
版
社
　
一
九
八
七

②
　
樋
口
隆
康
『
占
鏡
』
　
新
朝
礼
　
一
九
七
九

㈲
　
賀
川
光
夫
「
東
九
州
に
お
け
る
二
、
三
の
在
銘
鏡
」
　
『
日
本
大
学
者
占
学
通
信
』
四
号
　
一
九
五
七

㈲
　
梅
原
末
治
『
佐
昧
田
及
び
新
山
占
墳
研
究
』
　
一
九
二
Ｉ

㈲
　
小
田
富
士
雄
・
真
野
和
夫
『
免
ケ
平
占
墳
』
　
一
九
八
六

㈲
　
梅
原
末
治
「
豊
前
宇
佐
郡
赤
塚
占
墳
調
査
報
告
」
　
『
者
占
学
雑
誌
』
一
四
巻
三
号
　
一
九
二
三

帥
　
王
仲
殊
「
関
于
日
本
三
角
縁
神
獣
鏡
的
問
題
」
　
『
考
占
』
　
一
九
八
丁
四

　
　
　
　
　
　
『
呉
の
鏡
師
陳
是
製
作
の
神
獣
鏡
を
考
え
る
』
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
　
一
九
八
六

㈲
　
近
藤
喬
一
「
景
初
四
年
銘
鏡
私
考
」
　
『
考
占
学
雑
誌
』
第
七
三
巻
三
号
　
一
九
八
八

㈲
　
王
金
林
「
鏡
師
陣
是
に
つ
い
て
」
　
『
別
府
大
学
紀
要
』
第
三
〇
号
　
一
九
八
九
年

�
　
山
東
省
嘉
祥
県
隋
代
占
墓
に
つ
い
て
は
、
天
津
社
会
科
学
院
日
本
研
究
所
王
金
林
教
授
の
ご
教
示
に
よ
る
。
掲
載
の
写
真
も
同
教
授
の
提
供
に
よ

　
る
も
の
で
あ
る
。

�
浙
汀
省
博
物
館
お
よ
び
紹
興
文
物
管
理
処
の
後
漢
鏡
に
つ
い
て
も
、
王
金
林
教
授
の
資
料
提
供
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。



著
者
紹
介

　
羅
其
湘
教
授
は
一
九
二
三
年
十
一
月
、
江
西
省
九
江
県
に
て
出
生
、
一
九
五
〇
年
国
立
南
昌
大
学
卒
業
。
一
九
五
六
年
南
京
師
範
学
院
地
理
系
を
へ

て
徐
州
師
範
学
院
則
教
授
、
現
在
教
授
。
江
蘇
省
地
理
学
会
常
務
理
事
、
中
国
徐
福
研
究
会
則
会
長
の
要
職
を
努
め
る
。
な
お
共
同
研
究
者
の
武
利
華

氏
は
徐
州
博
物
館
主
事
を
努
め
、
漢
代
画
像
墓
の
著
名
な
研
究
者
で
あ
る
。

　
一
九
八
七
年
天
滓
社
会
科
学
院
日
本
研
究
所
王
金
林
氏
の
案
内
で
徐
州
師
範
学
院
を
訪
問
、
羅
其
湘
教
授
に
面
接
「
銅
山
徐
州
」
の
銘
文
を
刻
む
三

角
縁
神
獣
鏡
の
高
説
を
聞
い
た
。
そ
の
際
拝
読
し
た
の
が
「
日
本
出
土
三
角
縁
神
獣
鏡
銘
文
△
銅
出
徐
州
▽
考
弁
」
　
『
徐
州
師
範
学
院
学
報
』
（
哲
学

社
会
科
学
版
１
一
九
八
七
年
一
期
）
で
あ
っ
た
。
羅
其
湘
教
授
の
許
し
を
得
て
日
本
訳
を
お
こ
な
い
、
掲
載
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
誤
訳
に
は
特

に
注
意
し
、
中
国
鉱
業
学
院
外
国
語
系
（
日
本
語
）
、
劉
迎
氏
、
別
府
大
学
宇
野
世
史
也
を
わ
ず
ら
わ
し
た
。
劉
迎
氏
は
、
徐
州
滞
在
中
、
師
範
学
院

に
お
け
る
特
別
講
義
に
お
い
て
流
暢
な
日
本
語
を
話
し
、
中
国
訳
を
通
じ
て
教
授
、
学
生
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
八
年
三
月
十
五
日
（
賀
川
　
光
夫
）
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学
　
論
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九
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Origin　of　the　mirror of　the tnangle　edge

divine beasts in llfel9nce to the inscription

zhou”銅出徐州（Copper nom xu－zhou）.

羅其湘（Luo－Qlxiang）武利華（Wu－lihua）

皆川光夫（Kagawa Mitsuo）

with　carved

“Tong chu xu一

　　　　lnNovember 1987，with generous support of Professor Luo at xu-

zhou　Teachers’ College，l could examine several carved tombs， carved

stones，and tomb figures of the Han period at xu－zhou.At that

time l had an opportunity to read Professor　Luo’s inspiring article，

“Discussion on‘Copper from xu一zhou’in the inscriptions of the

mirrors of the triangle edge with carved divine beast8 found in

Japan”（1986）.This article illuminates an important issue on the

site of the copper mine at xu－zhou in referece to this part of the

inscriptions，“copper from xu－zhou;　craftman from Luoyang 洛陽”

engraved on some of the mirrors of the triangle edge with carved

divine beasts　found in Japan｡

　　　　We find descriptions on divine beasts （like the ones carved on

the mirror）in Chinese clas8ic literature（e.g･，Chuci）.A group of

mirror craftmen who inhabited the lower reaches of the Changjiang

長江　and specialized in　making　mirrors seem to have adopted the

design of divine beasts and have carved them on the　mirror｡

　　　　Kagawa’spaper supplements Professor Luo’s with focus on

these mirror craftmen.l hope our cooperation will throw light on

some historical problems in both Chinese and Japauese cultures and

in their interactions.
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